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研究成果の概要（和文）：生活環境内に存在する様々な不適合・矛盾 (コンフリクト) を解消す

るデザイン・フレームワーク、行為シーケンスのパタン・ランゲージの構築にむけて、実験室

の統制下の環境と、実際に使用されている現実的な環境との両方、複数のカメラを長時間稼働

させて、ユーザの行動を撮影し、それらをシンクロさせて統合した動画を作成し、またその動

画からスライス画像を作成して、画像内から行動パタンを抽出するシステムを開発した。さら

に、行為シーケンスの特徴を視覚的に分析するための表現として、人の行動傾向をベクトル場

として表現する方法、およびランドスケープ・ダイアグラムとして表現する方法を提案した。

これらの成果に基づいて、生活環境のコンフリクト解消のためのパタン、特に、コンフリクト

解消のための設計アイデアを表現する手法について、因果ループ図を用いて最適行為シーケン

スと実際のシーケンスの差異を表現することを検討し、ライフサイクル設計問題を例として、

因果ループ図を用いたパタンのデータベース化と、これを用いた設計支援手法の開発を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：In this research project, we proposed a design framework called 
pattern language of action sequence and developed a schematic landscape diagram of the 
space-time paths for movement analysis by firstly observing individual activities in an 
office and collecting trajectory data, and secondly developing a framework for the 
landscape diagram and analyzing the trajectory data to extract the pattern of the movement.  
Here, the interpretation of the patterns of trajectories becomes accurate as the number 
of trajectories increases. Based on the framework, in order to resolve conflicts in life 
environment, we examined representation for visualizing the differences between the best 
action sequence and actual sequences using causal loop diagrams and developed database 
of patterns of causal loop diagrams as a case of life-cycle design problems. 
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１．研究開始当初の背景 
人の自然な行為を妨げる要因は生活環境の

中に数多く存在する。このような要因の多く
は、人々がもともと持っている行為の傾向と

機関番号：１４５０１ 

研究種目：基盤研究(C) 

研究期間：2010～2012 

課題番号：２２５６０６０８ 

研究課題名（和文）生活環境内のコンフリクト解消に向けた行為シーケンスのパタン・ランゲ

ージの構築 

研究課題名（英文）Construction of pattern language of action sequences for resolving 

conflicts in life environment 

研究代表者 

長坂 一郎（NAGASAKA ICHIRO） 

神戸大学・人文学研究科・准教授 

   研究者番号：10314501 



生活環境との間に存在するコンフリクトか
らもたらされている。このようなコンフリク
トを解消するためには、人の行為のシーケン
スを記録・分析し、その中にあるコンフリク
トやギャップを見つけ出すアプローチが有
効である。そして、このような記録・分析か
ら人の行為のシーケンスに見られる様々な
パタンを収集し、それらを再利用可能な形で
体系化することは、人の自然な行為と調和し
た生活環境の実現に寄与するものと考えら
れる。 
 
日常生活行動を計測したデータに基づき、確
率的な行動モデルを構築した研究として「計
算論的日常生活行動理解研究基盤」本村陽一、
西田佳史、人工知能学会論文誌、24 巻 2 号、
284-294 (2009) がある。また、建築の分野
でも「滞在行動のシークエンスの作成と分
析」石川真美、宗本順三 (他 8 名)、日本建
築学会大会学術講演梗概集、E-1,建築計画 , 
775-776 (2009) などがある。これらの研究
は、それぞれ人の行為のシーケンスを記録・
分析するものであり参考となるが、その分析
結果をパタン・ランゲージのように再利用可
能な形として体系化するまでには至ってい
ない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、クリストファー・アレグザンダー
のパタン・ランゲージを「形」を導出する体
系から「行為の流れ (シーケンス) 」を導出
する体系へと再構成することにより、生活環
境内に存在する様々な不適合・矛盾 (コンフ
リクト) を解消し、人の自然な行為と調和し
た生活環境を実現するデザイン・フレームワ
ーク、行為シーケンスのパタン・ランゲージ
を構築することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
研究期間中に以下の 4 点について明らかに
する． 
(1) 行為シーケンスの表現方法を定め，アレ

グザンダーのパタンを参考にした行為
シーケンスのパタンの構成を定義する． 

(2) 次に，与えられた生活環境内におけるユ
ーザの行為シーケンスを，上で定めた表
現方法に従って観察・記録し，分析する． 

(3) 続いて，分析結果に基づいて行為のシー
ケンスのパタン・ランゲージを構築する． 

(4) 最後に，行為シーケンスのパタン・ラン
ゲージに基づき，実際の生活環境内のコ
ンフリクトを特定し，その解消方法を見
出す． 

 
４．研究成果 
(1) については、観察した行為シーケンスを

データベース化する際に、行為シーケンスの
記録フォーマットをソフトウェア工学のシ
ナリオ表現や DIF 等を参考に形式的に定め
た（図 1）。 

 
（2）については、観察対象となるシェアオ
フィス内の共用スペースの天井に設置した 
8 台のネットワークカメラを用いて 1 日約 
8 時間 (9 時から 17 時まで)、3 日間撮影
した。得られた映像テータに魚眼補正を施し
た後、共用スペースの平面の形状にあわせて 
8 台のカメラの映像を 1 つの画面に合成し
た。そして、この合成画面から 1 秒間隔で
画像をキャプチャし保存したものを画像デ
ータとした。これらの画像 1 枚を 1 つの状
態と仮定し、その状態に現われるユーザの移
動の開始・終了位置 (移動の開始位置の定義
は、観察スペースに最初に現れた座標とする。
また移動の終了位置の定義は、観察スペース
から外れる直前の座標とする)、1 秒ごとの

移動地点、時間等を Processing を用いて作
成されたプロットシステムによって記録し
た。本研究では、このようにして得られたユ
ーザの 1 秒ごとの移動を示す軌跡を「行為
セグメント」と呼び、観察対象に現われたと
きから外れるまでの軌跡データ (行為セグ
メントの集まり) を 1 つの「行為シーケン
ス」と定義した(図 2)。 
 

 

図 1. 行為シーケンスの記録形式 

 

図 2 行為シーケンスの集積 



（3）については、得られた行為シーケンス
のデータの中からパタンを抽出するために、
人の行動の空間的特性を視覚的に分析する
ための表現として、2 次元トレース、時空間
アクアリウム、行動密度パタン、ベクトル場
表現、ランドスケープ・ダイアグラムを比較
検討した。そして、シェアオフィス内におけ
るワーカーの行動データを既存の表現方法
を用いて分析した後、ベクトル場とランドス
ケープ・ダイアグラムによる表現と比較し、
人の行為の多様性と空間特性の分析におけ
るそれぞれの利点を検討した。ここで特にベ
クトル場とランドスケープ・ダイアグラムは
我々が開発したパタン抽出手法である。 

 
ベクトル場表現(図 3)とは、ある場所での人
の行動傾向をベクトル場として表現するも
のである。具体的には、行動密度パタンと同
様に観察対象を 500 × 500 mm のグリッド
に分割する。そして、そのグリッドの中の
個々のセルを通る行為セグメントの長さ 
(秒速に相当する) と方向をベクトルととら
え、すべての行為シーケンスについてこのベ
クトルを足し合せる。この操作をすべてのセ
ルについて行ない、得られたベクトルをグリ
ッド平面上に描画することによってベクト
ル場を得る。 
 
ランドスケープ表現（図 4）とは、ベクトル
場表現に示されたベクトルの長さに基いて
隣接するセルの高さを求め、観察対象の平面
をランドスケープ状に表現する手法である。
ランドスケープ表現ではある行動傾向が連
続するとき、すなわち複数のセルが、それら
の持つベクトルにより鎖状につながり、それ
がループを持たない場合にランドスケープ
は深い谷となる。そのため、ベクトル場表現
と比較して、人の行動傾向の特徴が強調され
ることとなる。またこの表現は、ランドスケ
ープの高いところから低いところへと人が
移動する傾向があることを示しているため、

与えられた空間における人の行動傾向が、ラ
ンドスケープに置かれたボールが転がる方
向として直観的に把握できる利点を持って
いる。 
 

 
これらの表現方法を用いて、ある空間におけ
る人の行為シーケンスの中から特徴的なパ
タンを見つけ出し、与えられた空間と人の行
為との関連を視覚的に分析する手法を確立
した。ただし、これらを一つの言語としてま
とめ上げるまでには至っていない。今後の課
題である。 
 
(4)については、ベクトル場表現によって、
基本的に人は右側通行をしていることや，エ
レベータを出た人は向いの壁に沿って歩き，
エレベータに向う人は一旦エレベータに近
づき，そして回り込んでエレベータに入る，
といった一般的な行動傾向を読み取ること
ができた。また，行動密度パタンとベクトル
場表現・ランドスケープ表現を比較すること
によって，行動密度が高い場所において動線
が錯綜している部分を抽出することができ
た．例えば，ベクトル場表現によって角のと
ころで人の流れが交錯していることが分か
った。さらに，この交錯している場所では行
動密度は高いのに対してランドスケープ表
現では目立った傾向を見出すことはできな
い．つまり、行為の密度が高いにもかかわら
ず方向に一定の傾向が見られないことを示
しており、この空間にコンフリクトが存在し
ている可能性が高いことを表わしていると
考えられる。このようなコンフリクトを解消
するには、行動密度を下げるか、行為の傾向
が一定となるように空間をデザインしなけ
ればならない。ただし、この解消方法の一般
解はデータの不足もありまだ見出されてい
ない。今後の課題である。 
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